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Stud量es　i籍しang媛ages　and　Cu圭宅ures，　No．9

退官教官研究業績表

鬼塚敬一教授

亙．著書・訳

　1。続・ジョージ・ハーバート詩集（単著）　南雲堂　！997年

翼．論文

　1．John　Do難eの“The　So脆gs　a磁Sonets’3に於けるドラマ的効果をめぐって

　　　RORIZON創刊号　1961年

　2．John　Doaneの知的偏重一特に彼の恋愛詩をめぐって一　中京大学論叢（教養編）

　　　第2号！962年

　3．メタフィジカル・ウィットに関する一考察　『中京大学論叢』（教養編）第3号

　　　！963年

　4。ジョン・ダンの宗教詩と“Devotio登S”をめぐって一自我意識と作晶との関係に

　　　ついての一考察一　『長崎大学教養部紀要・人文科学』第5巻　1965年

　5。The　Sermons　of　J曲難Donne序論一く光〉のイメージとシンポルー　『長崎大

　　　学教養部紀要・人文科学』第6巻　1966年

　6．“The　Songs　a磁So難ets”再考　　『九州大学英語英文学論叢』第17集　1967年

　7。愛の進化とその限界一ジョン・ダンの天上愛をめぐって一　『前川俊一教授還暦

　　記念論文集』英宝社　1969年

　8。アンドルーーマーヴェルにみる対節法的思考　　『九州大学英語英文学論叢』第23集

　　　！973年

　9．アンドルー・マーヴェルの詩にみるクロムウェル像の変化　　『九州大学英語英文学

　　論叢』第25集　1975年

10．マーヴェルのピューリタニズムをめぐって一“Bermudas”について一　『九州

　　大学英語英文学論叢i』第26集　ユ976年

11．入間と神との関係一“The　Church”にみるGeorge　Herbertの場合一　『九

　　州大学英語英文学論叢』第28集　！978年

！2．George　H：erber宅における神への奉仕とはたらき　『九州大学英語英文学論叢』

　　第29集　1979年

13．“The　Church”において‘The　Altar’の意味するもの　『九州大学英語英文学

　　論叢』第35集　1985年
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2 醤語文化論究9

14．George　H：erbertの丁舵丁6即1εの構造に関する一考察　『九州大学英語英文学

　　論叢』第43集　1993年

蟹．翻訳

1．『ジョージ・ハーバート詩集』（単著）　南雲堂　1986年

2．G．ハーバート「教会の袖廊」　　『九州大学言語文化論究』No．5　1994年

3。G．ハーバート「闘う教会」　　『九州大学言語文化論究』NO。6　1995年

4．G．ハーバート『聖堂』には見られずくウイリアムズ詩稿〉に収録の六つの詩篇及

　　びその他　　『九州大学言語文化論究』No．7　ユ996年

騨．書評

1。吉村伸夫『マーヴェル詩集一英語詩全訳』星野徹「マーヴェル詩集』　『英文学研

　究』Vol．｝XIX　No．1日本英文学会　1992年

V．解説

！。Report　from　abroaδ（英国の対日感情〉　『英語研究1　（6月号）研究社　1970年

2．英国だより（英国における日本の認識）　『英語研究』　（4月号）研究社　ユ971年

現住所　帯814－0151福岡市城南区堤2の28の1

　　　　　　　　　　（Te1。　G92－862－0776）
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Studies　in　Languages　and　Cultures，　No．9

退官教官研究業績表

根本道也教授

1。著書

　1。新修ドイツ語辞典（共著〉　同学社　！972年

　2。東ドイツの新語（単著）　同学社1981年

3。アポロン独和辞典（共著）　同学社　！994年

　4．統合ドイツの文化と社会（共著）　第9章東西ドイツ統合に伴う言語面の変容

　　231－251頁　九州大学出版会　1996年

　5．ドイツを旅する若者へ　実用ドイツ単語・会話集（単射）　同学社　1996年

翼．論文

　1．ドイツ・ロマン主義とヘルマン・ヘッセ　『ドイツ文学田本独文学会誌届25号

　　　3641頁　！960年

　2．作品“Siddahrtha”の文体　　『かいうす（同人研究誌）』1号5一一14頁　1962年

　3．ヘルマン・ヘッセと政治　『文芸と思想（福岡女子大紀要）』25号37－5◎頁　1963年

　4．ヘルマン・ヘッセの二つのM滋che捻一ドイツ・ロマン派の刻印　『ドイツ文学』

　　　31号7◎一79頁　1963年

　5。作品‘‘Sidd捻rtha”について一主入公Siddharthaと釈尊一　『かいうす』2号

　　　1尋頁　ユ963年

　6。ティークの芸術童話「友だち」　『文芸と思想』26号14－26頁　1964年

　7。H：．Hesseと作品“Slddhartha”一特にM搬che籍風の要素一　『かいうす蓋3号

　　　25－35頁　！964年

　8。ルードヴィヒ・ティークのシェイクスピア論一その1一　『文芸と思想』29号

　　　55－82頁　1966年

　9。ルードヴィヒ・ティークのシェイクスピア論一その2一　『文芸と思想』30号

　　　5540頁　1967年

10。L。ティークの二つのメールヒェンについて一彼のシェイクスピア研究との関連に

　　　おいて一　『独仏文学研究』18号39－54頁　1968年

U。ドイツにおけるシェイクスピアの受容（i）160◎年一1766年　　『独仏文学研究』

　　　19号57－72頁　1969年

12。L．シュレーダーの「ハムレット」改作とL．ティークの「ハムレット」解釈　　『か

　　　いうす』7号24－33頁1969年

279



2 』書語文化論究9

ユ3．ドイツにおけるシェイクスピアの受容（∬）1767年一1768年　『独仏文学研究』

　　24号41－54頁　1974年

ユ4．ドイツにおけるシェイクスピアの受容佃）1769年！771年　　『独仏文学研究』

　　25号51－62頁　！975年

15．ドイツにおけるシェイクスピアの受容（W）1772年一1773年　『独仏文学研究』

　　27号123－14◎頁　1977年

16。Elne　vergleiche且de　Unteτsuchu簸g　der難e鷺e簸gro齢e漁W6rteτb昼cher　aus　deぬ

　　beiden　deutschen　Staate識（二つのドイツ国で作られた新しい大辞典の比較調査）

　　『かいうす』！5号95－117頁　1977年

17．東独の「正書法辞典」にみられる英語系外来語一付録：東西両独「正書法辞典」

　　にみられる渥本語一　『独仏文学研究』28号65－74頁　1978年

18。Akzentvαschiebung　bel　bestimmten　Fremdw6rtem　im　Deu之schen－E量ne

　　statistische　U捻tersuchu簸g　aufgr撒d　der　Angaben　in　ei獄sprachigen　deutschen

　　W6rter馳chem一（ドイツ語の中のある種の外来語におけるアクセント移動一ド

　　イツ語辞典の記載に基づく統計的調査一）　『独仏文学研究』30号83－97頁　！980年

19．西ドイツと日本の間にみられる英語系外来語の意味差異一その1一　『言語科学

　　（九大）』16号44－55頁　198！年

20。西ドイツと日本の問にみられる英語系外来語の意味差異一その2一　『言語科学』

　　17号31－44頁　1982年

2！。Sprac｝三1iche：8eso鷺derhdte簸沁der　Deutsche鍛Demokratlsche難Republik（ド

　　イツ民主共和国における言語上の特殊性）　『独仏文学研究』34号15H61頁　1984年

22。西ドイツと日本の聞にみられる英語系外来語の意味差異一その3一　『言語科学』

　　20号57－77頁　1985年

23。大学教養課程におけるドイツ語教授法について一反省と提案一　『独仏文学研究』

　　35号213－232頁　ユ985年

24．ドイツ語における英語系外来名詞の性の決定法則一試論一　『ドイツ文学・語学

　　論集（西田1教授退官記念論文集）』187－195頁　1985年

25．ドイツ語教授法に関する改善提案（1）一前置詞の解説法について一　　『独仏文学

　　研究』4！号！97－204頁　！991年

26。Dude鍛＞＞Das　gro皐e　W6rterbuch　der　dεu宅sche臓Sμache　i識ach宅B巨鍛de聡くく

　　の諸特徴一同名の6巻辞典との統計的比較調査一　　『独仏文学研究』44号　115－

　　135頁　ユ994年

27．「外国語としてのドイツ語」大辞典（ランゲンシャイト社）の特色一見出し語選定に

　　関する統計的調査一　『独仏文学研究』45号125－142頁　1995年

28。学生のドイツ研修旅行を通して見た大学教育の在り方　　『大学教育（九州大学大学

　　教育研究センター）』4号　印刷中　1998年春刊行予定

現住所　〒813－0013福岡市東区香椎駅前2－3－15

　　　　　　　　　　（Te1。092－661－3922）
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Studies　ln　Languages　a盆d　Cultures，　No．9

退官教官研究業績表

樋口忠治教授

亙．著書

　1。これからのドイツ語

　　　　昭和55年（1980）3月　発行　郁文堂　385頁　共著　日本図書館協会選定図書

臨論文

　1．トーマス・マンの「すげかえられた首」の一問題

　　　　　昭和36年3月20日発行　文学研究　第60輯　九州大学文学部

　2．ファウスト博士　一“Durchbruch”とは何か一

　　　　　昭和38年ll月29日発行　かいうす第2号　S。1◎弓5

　3．Herma勲捻Broch研究王　“Die　Schlafwandlef’

　　　　　昭和41年3月発行　九州工業大学研究報告（人文・社会科学）　第14号

　　　　　（S．6！－67）

　4。Hermann　Broch研究H　“Der　Tod　des　Vergi1”

　　　　　昭和42年3月発行　九州工業大学研究報告（人文・社会科学）　第15号

　　　　　（S。1－ll）

　5．一文学研究の基礎としての一「ことば」の「不確定性」について

　　　　　昭和42年3月発行　九州工業大学研究報告（人文・社会科学）　第15号

　　　　　（S．13－18）

　6．データ処理方式による語彙の頻度統計について

　　　　　昭和45年1月31日発行　山ロ大学文学会誌　第20巻　第2号　（S．一HO）

　7．ドイツ語の単語のデータ処理と語彙の頻度統計について

　　　　　昭和45年6月24日発行かいうす第8号　（S．49－77）

　8．ドイツ語における語彙の頻度統計

　　　　　昭和45年11月発行　山口大学文学会誌　第2！巻　（S．25－45）

　9．UEBER　DE　TH：EORET｛SCHE　GRUNDLAGE　ZUM　VERBALEN　MODUS－
　　　SYSTEM　INr　DER　NEUB：OCH：DEUTSCHEN　SPRACH：E
　　　　　昭和46年11月30日発行　山ロ大学文学会誌　第22巻　（S．3146）

10．動詞のModusと文のModalltat

　　　　　昭和47年U月発行　山ロ大学文学会誌　第23巻　（S．25－33）
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2 言語文化論究9

U．副文におけるModus（その1）

　　　irreale　Vergleichssatzeにおける　Modusの用法

　　　　昭和48年ユ1月発行　山口大古文学会誌　第24巻　（S．H6）

ユ2．副文におけるModus（その2）

　　　Flnals飢zにおける　Modusの用法

　　　　昭和50年U月発行　山口大学文学会誌　第26巻　（S．！9－32）

13。ModalsystemとModussys宅em

　　　　昭和50年U月12日発行　高橋義孝先生還暦記念論集　（S．ユ3ユーユ40）

14。“Buddenbrooks”のデータ化とその索引作成について

　　　　昭和56年発行　言語科学　第ユ6号（S．2943）　九州大学教養部言語研究会

15．ドイツ語における文成分の結合関係について

　　　　昭和56年3月12日発行　音声言語の理解と運用に関する総合的研究

　　　　一文部省科学研究費補助金（一般研究A）による研究成果報告一　（S。83－91）

ユ6．TSS端末によるテキストの検索　一NVTを利用して一

　　　　昭和57年10月発行　独仏文学研究　第32号　（S．95－U7）

17。トーマス・マンのテキスト・データベースについて

　　　　昭和58年3月発行　言語科学　第18号　（S。11－！4）　九州大学教養部言語研究会

18．公用データベース　トーマス・マン・ファイル／SIGMAの公開　篠原武との共著

　　　　昭和58年7月　九州大学大型計算機センター　広報　Vo1．16　No．4

　　　　（S．379－393）

19．「前置詞」　bisの用法について

　　　一テキスト・データベース「トーマス・マン・ファイル」を利用して一

　　　　昭和6ユ年7月15日発行　独仏文学研究　第36号　（S．183－210）

20．「前置詞」　blsの用法について（承前）

　　　　昭和62年7月15日発行　独仏文学研究　第37号　（S．263－267）

21．テキストデータベース「トーマス・マン・ファイル」の完成と再編成について

　　　　昭和62年　九州大学大型計算機センター　広報　VG1．20　NG．6　（S．582－596）

22．テキスト・データベース「ゲーテ・ファイル」の公開

　　　　昭和63年　九州大学大型計算機センター　広報　Vol。2ユNo．3，4　（S．167一ユ76）

23。ゲーテ・ファイルの完成について

　　　　平成元年　九州大学大型計算機センター　広報　Voi．22　No．1　（S．L5）

24．テキストデータベースと言語研究

　　　　平成4年6月　情報の科学と技術　Vo1。42　No。6　（S。557－563）

25．テキストデータベース「ゲーテ・ファイル」書簡集の完成

　　　　平成6年　九州大学大型計算機iセンター　広報　Vo1．27　No．4

26．科学研究の情報化

　　　　平成6年U月1日発行　西日本ドイツ文学　6　（S．11－24）

　　　　日本独文学会西日本支部編

282



退官教官研究業績表 3

頂．絹集

1．インターネット総リスト集1　（MELVYL＆GOPH：ER）

　　平成7年6月ユ日発行　擢歌書房　616頁

】V。その他

1．データ処理の夢と現実

　　　　昭和47年10月U日発行　ドイツ語教育部会会報　3　（S．9－11）

2．テキストデータベースについて

　　　　平成元年1月　1989年　情報学シンポジウム論集　（S．145一ユ48）

3．九州大学総合情報伝達システム（KITE）の発足を前にして

　　一文系研究者の理解のために一

　　KITE　NEWS　NO．1　S．ユ0一ユ4

　　　　平成5年11月1日　　　KITE設置準備委員会発行

V．翻訳

　　Amold　Hauser　l　Philosophie　der　Ku血stgeschichte　C．H。　Beck　ユ958

1．芸術史の哲学

　　　　昭和54年10月3ユ日　独仏文学研究　第29号　（S。249－265）

2．芸術史の哲学（H）

　　　　昭和55年7月31日　独仏文学研究　第3◎号　（S．175－！94）

聡．データベースの提供

1．九州大学大型計算機センターの公用データベース

　　「トーマス・マン・ファイル」および「ゲーテ・ファイル」については全国共同利

　用大型計算機センター「オンライン・データベース利用ガイド」第3版（昭和58年

　　3月）以降第16版（平成8年ll月）まで14年間にわたって記載されている。
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